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【概 要】

細胞内寄生性の植物病原細菌は、農業生産上甚大な被害を引き起こす昆虫媒介性の細

菌の一群である。これらの細菌は動植物という異なる生物界の宿主に寄生する細胞壁を

欠いたユニークなマルチホスト型微生物である。最近、これらの一種「ファイトプラズ

マ属細菌」が昆虫の卵のほか、植物種子を通じて次世代に伝染することや、昆虫非伝搬

性変異株の作出・維持が可能であることが明らかになった。これらのことは、この微生

物群の存続にはマルチホスト型である必要がないことを示唆している。ではなぜ自然界

では例外なくマルチホスト型なのか？ これらのマルチホスト型微生物は、宿主を替え

る際に、その遺伝子発現プログラムをシフトさせ、それぞれの宿主に適応していると考

えられている。我々は最近、ファイトプラズマの全ゲノム解読に成功し、ファイトプラ

ズマが自らはエネルギー合成も出来ないこれまでの生物の常識を覆す究極の怠け者細菌

であることを明らかにした。本研究では、細胞内寄生性病原細菌として初めて明らかに

されたファイトプラズマのゲノムデータに基づき、そのポストゲノムを通じて、異なる

防御機構を回避し、両宿主に侵入する能力を獲得した特異な微生物の病原性ならびに宿

主決定の分子機構を解明するとともに、最少ゲノムの実態を明らかにし、特殊環境に生

。きる細菌の巧みなライフスタイルの謎に迫る

【期待される成果】

本研究により、細胞内寄生植物病原細菌の感染における動植物宿主との相互作用の分

子機構が明らかになり、耐病性導入戦略の構築が期待される。また、ファイトプラズマ

などでは、感染植物に花器の葉化･緑化やてんぐ巣症状など特徴的な形態変化を引き起こ

すことから、植物の形態制御に関わる新たな育種素材が得られる可能性がある。さらに、

細胞内寄生性を利用して細胞内発現ベクターの開発も期待される。本微生物の一群はそ

のゲノムの特徴から退行的進化や適応進化を論ずる上でモデルとなるものであり、生命

体に必要な最少ゲノムセットが明らかになる事も期待される。
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